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保 母   精神衛 螂 蠹囓赭 諺薯覊 の検討 重
　　　　　　　K トレ ス ξ二蘭尊す轟饑響覊の 分榊的騨棗

　　　　　　o 喜 友 殆 静 孑　　　 溺 川

　　　　　（麹縄 ギ リ天 卜教蟻期夫掌）　　　　 ご

　 i　 fir　N 目 的

　褓 母 の λ ト レ ス に 劉 ＄ 咳 る 諸 要 困 の 分 餉内 鮒 凭 之 ξi

的 ヒ 尊 る。摩L研 覧 で は、殊 に （ゆ　保 母 自身の 昇 奄 、（2）

　 保 母 の 縁 嶺経 験 算 数 、（3｝　粗 当 す る 各 ビ 匂 の 年 餐 零

の ス ト レ ス に 及、ぽ 寸髴 ig　e 分 揃 す る ： ヒ r亀 昌的 ヒ す る。
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　膚竜 な 主 効 果 げ あ ．
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の 結 果 の で 値 を 麦 2 の 槻 権 友 に 承 した 。以 下 に こ れ ら

の 土勲 果 ヒ、交 互．作 罰 に つ vn て説 明 言 る。
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の e7 レ↓ 橡 母 が 保 謹 老 と の 関係 に お ・† る ス ト レ 又 が 島し・

こ ヒ し霊 ．　こ れ ら の 保 母 が 蓄 い 保 母 L： 封 し て 、橡 護者 と
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的 条狩 と 偽 レし較 の ス ト レ 尺 得 点 が 、鱒．少・児 皇担 当 t る
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